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と　き：11月7日（日）
（開場：午前9時）

ところ：倉吉市営野球場
（グリーンスタジアム倉吉）

○プログラム○
9:00～　　　　開　場
9:30～11:45 少年少女ふれあい野球教室
10:30～11:30 ふれあい講演会

（野球教室とは別会場で開催）
12:00～12:15 ドリーム抽選会
12:30～12:50 開会式
13:00～13:30 アトラクション

（プロに挑戦、ホームラン競争）
13:30～15:00 ドリームゲーム
15:00～　　　　閉　会

ボランティアスタッフ募集！
このイベントにボランティアとして協力していただける
スタッフを募集します。皆様のご協力をお願いします。
募集期限：10月15日（金）まで　募集対象：高校生以上
募集人数：200人程度 ボランティア期間（Ａ～Ｄ各50人）
【Ａ】11月6日（土）午前8時～午前12時
【Ｂ】11月6日（土）午後1時～午後5時
【Ｃ】11月7日（日）午前8時～午前12時
【Ｄ】11月7日（日）午前12時～午後4時
仕事内容：会場設営、会場整理、駐車場係等
※問い合わせ先：倉吉市教育委員会体育振興課

（倉吉ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ内）（022-8167 422-5684）

●入場整理券の配布
このドリームベースボールは入場無料としていますが、入場

に際しては、整理券が必要です。入場整理券は次の場所で配布
しています。
●入場整理券配布場所：
倉吉市教育委員会・関金町教育委員会・倉吉スポーツセンタ

ー・倉吉交流プラザ・倉吉市内地区公民館で配布します。
なお配布枚数は、数に限りがありますので、必要な枚数とさ

せていただきます。
※問い合わせ先：倉吉市教育委員会体育振興課（022-8167）
※ドリーム・ベースボールの内容については、10月1日号と一緒
にチラシを班回覧しております。

シビックセンターたからやオープン

9月25日、公益的な市民活動、福祉活動、地域資源を活用する活動拠点
として、シビックセンターたからやがオープンしました。
この日は、午後1時からオープニングセレモニーのあと、この施設を指定
管理者として管理運営する特定非営利活動法人未来の岸田寛昭理事長が、
「自立事業型NPOをめざして」と題して講演され、今後NPOが社会サービ
スを担っていくことの必要性について話をされました。

「倉吉室内合奏団」によるオープニングコンサート

講演する岸田理事長

シビックセンターたからやオープン
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三
回
目
と
な
っ
た
打
吹
天
女
市
民
音
楽
祭

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
「
翼
を
く
だ
さ
い
」

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
」
の
大
合
唱
に
拍
手
が

鳴
り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
舞
台
の
袖
で
一

日
中
、
見
守
っ
て
お
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
福
田
会
長
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
年

間
百
万
人
が
利
用
す
る
倉
吉
未
来
中
心
を
核

と
し
た
パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア
を
中
心
に
文
化
と

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
が
確
実
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
九
月
議
会
で
は
旧
牧
田
家
淀
屋

の
調
査
を
行
い
、
建
築
物
と
歴
史
上
の
価
値

の
共
有
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
、

保
存
、
活
用
策
を
探
る
う
え
で
も
、
市
民
合

意
、
支
え
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

「
ス
ー
パ
ー
た
か
ら
や
」
を
一
新
し
、
市

民
の
運
営
に
よ
る
「
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
た

か
ら
や
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
二
千
㎡

の
広
々
と
し
た
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
を
二
十
団
体

が
杉
板
の
間
仕
切
り
で
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
す
で
に
市
民
み
ず
か
ら
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
十
月
に
入
る
と
三
日
に
ゴ
ミ
ゼ
ロ
全
市

一
斉
清
掃
、
八
日
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
奉
仕
デ
ー

と
し
て
法
華
寺
畑
遺
跡
で
、
十
七
日
に
も
ラ

イ
オ
ン
ズ
奉
仕
デ
ー
と
し
て
倉
吉
駅
周
辺
で

の
清
掃
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
が
ま
ち
へ
の
愛
着
を
も
つ
市
民
が
ど

れ
だ
け
育
っ
て
い
る
か
、
人
づ
く
り
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
由
縁
で
す
。

ま
た
、
雪
の
残
る
時
期
、
み
な
さ
ん
か
ら

郵
送
で
「
関
金
町
と
の
合
併
を
推
進
す
べ
き
」

と
の
意
思
表
示
を
受
け
て
以
来
、
地
域
発
展

を
願
い
議
論
を
重
ね
、
自
立
し
て
得
る
地
方

自
治
体
へ
の
好
機
と
し
て
合
併
調
印
に
至
り

ま
し
た
。

白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
病
気

に
よ
っ
て
、
正
常
な
造
血
が
行
わ
れ
な
く
な

っ
た
患
者
さ
ん
の
骨
髄
幹
細
胞
を
、
健
康
な

方
の
骨
髄
幹
細
胞
と
入
れ
替
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
造
血
機
能
を
回
復
さ
せ
る
「
骨
髄
移

植
」
と
い
う
治
療
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
骨

髄
移
植
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、

毎
年
少
な
く
と
も
二
千
人
以
上
。
そ
し
て
、

ド
ナ
ー
候
補
者
が
見
つ
か
ら
な
い
患
者
さ
ん

が
、
約
二
割
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
テ
レ
ビ
で
、「
急
性
骨
髄
性
白

血
病
」
に
冒
さ
れ
、
二
十
七
歳
と
い
う
若
さ

で
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
女
性
、
夏
目
雅
子
さ

ん
の
映
像
と
と
も
に
、「
骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
登
録
く
だ

さ
い
。」
と
い
う
内
容
の
Ｃ
Ｍ
を
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
骨

髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
く
だ
さ
る

方
を
一
人
で
も
多
く
し
よ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
鳥
取
県
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援

す
る
会
）
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
友
人
は
、
骨
髄
移
植
に
よ
っ
て
白
血

病
を
治
療
し
、
元
気
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
友
達
の
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
友
達
に

「
白
血
病
が
う
つ
る
か
ら
抱
か
な
い
で
」
と
言

わ
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
事
が
あ
る
そ
う
で
す
。

白
血
病
は
、
感
染
す
る
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
友
人
は
病
気
に
つ
い
て
説
明
し
た
そ

う
で
す
が
、
と
て
も
傷
つ
い
た
事
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
を
思
う
親
と

し
て
言
っ
た
言
葉
で
も
、
病
気
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

病
気
で
苦
し
ん
だ
友
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

正
し
く
知
ら
な
い
で
分
か
っ
た
よ
う
に
ふ

る
ま
う
こ
と
は
と
て
も
怖
い
こ
と
で
す
。
も

っ
と
正
し
く
知
っ
て
い
れ
ば
、
病
気
等
で
苦

し
ん
で
い
る
人
達
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
少
な

く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
病
気
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
自
分
に
直
接
関
わ
ら
な
い
事
で
も
、

少
し
気
に
留
め
て
医
学
情
報
等
か
ら
学
び
た

い
も
の
で
す
。
特
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
の
感
染
症

や
ハ
ン
セ
ン
病
、
難
病
な
ど
に
か
か
っ
て
い

る
人
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
る
た

め
、
病
気
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
学
び
理

解
す
る
こ
と
で
、
病
人
を
傷
つ
け
な
い
や
さ

し
い
言
動
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会
　
保
木
本
）

白
血
病
に
つ
い
て
ご
存
じ
で
す
か
？
直
接
自
分
や
家
族
、

友
人
等
が
そ
の
病
気
に
な
ら
な
い
と
、
そ
の
病
気
に
つ
い
て

詳
し
く
知
る
機
会
や
関
心
を
持
つ
事
が
な
い
こ
と
で
、
誰
か

の
心
に
傷
を
つ
け
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

612部落解放

シリーズ
人 権 尊 重 都 市 宣 言 の ま ち 倉 吉

差別のない明るい社会へ

「
知
ら
な
い
っ
て
怖
い
事
で
す
」

©谷口ジロー『遙かな町へ』小学館

新
し
い
生
命倉吉

市
長
　
長
谷
川
稔

韓国語講座　受講生募集！
気分はもう“冬のソナタ”

市では国際交流事業の一環として市民向け
の韓国語講座を実施します。
ハングルの学習だけでなく、韓国の文化、
歴史、習慣などに接することで、国際的な視
野を広めてみませんか。是非ご参加ください。
【初級コース】
○文法の基礎及び簡単な会話
期　間：10月19日(火)から毎週火曜日全12回
時　間：午後6時30分～7時30分
会　場：倉吉交流プラザ２階第１研修室
募集人員：40人程度

（定員になり次第締め切り）
【中級コース】
○日常会話や短い文章の読み書き
期　間：10月19日(火)から毎週火曜日全12回
時　間：午後7時45分～8時45分
会　場：倉吉交流プラザ2階第1研修室
募集人員：40人程度

（定員になり次第締め切り）
講　師：倉吉市・関金町国際交流員

韓
ハン

召真
ソジン

（両コースとも）
受講料金：無料（但しテキスト代は個人負担）
※申込・問い合わせ先：　
企画課　022-8161／422-8144
Ｅ-mail：kikaku@city.kurayoshi.tottori.jp
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《
倉
吉
博
物
館
》
■
前
田
寛
治
大
賞
展
　
〜
24
日

■
第
７
回
自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ「
秋
を
食
べ
る
」16

日《
百
花
堂
》
■
徳
岡
信
子
油
絵
個
展
１
〜
７
日
　

■
新
勝
人
写
真
展
９
〜
15
日
　
■
門
脇
賢
太
郎
油

彩
個
展
17
〜
23
日
　
■
朋
友
会
仏
像
彫
刻
作
品
展

25
〜
31
日

《
民
藝
画
廊
》
■
斉
藤
恵
美
藍
染
め
展
１
〜
11
日

《
市
営
陸
上
競
技
場
》
■
南
部
忠
平
杯
第
19
回
く

ら
よ
し
女
子
駅
伝
競
走
大
会
・
第
24
回
日
本
海
駅

伝
競
走
大
会
10
日
　
■
倉
吉
市
民
体
育
大
会
第
46

回
倉
吉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
倉
吉
市
民
体
育
大
会
第

13
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
の
部
11
日
　
■

鳥
取
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
13
日

《
市
営
野
球
場
》
■
石
田
紙
器
杯
第
12
回
倉
吉
市

学
童
軟
式
野
球
大
会
２
・
３
日
　
■
第
17
回
工
藤

杯
争
奪
中
学
硬
式
野
球
大
会
９
日
　
■
倉
吉
市
民
体

育
大
会
第
27
回
壮
年
野
球
競
技
の
部
11
日
　
■
第

22
回
中
部
地
区
中
学
校
新
人
戦
野
球
大
会
15
日

■
第
23
回
倉
吉
市
学
童
軟
式
野
球
秋
季
大
会
16
・

17
日
　
■
鳥
取
県
壮
年
野
球
大
会
31
日

《
市
営
庭
球
場
》
■
倉
吉
市
民
体
育
大
会
第
31
回

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
の
部
・
第
19
回
テ
ニ
ス
競
技

の
部
11
日
　
■
第
22
回
中
部
地
区
中
学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
新
人
戦
15
・
16
日
　
■
鳥
取
県
高
校
新
人

戦
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
30
・
31
日

《
市
営
武
道
館
》
■
中
部
地
区
防
犯
柔
道
大
会
３
日

■
倉
吉
市
民
体
育
大
会
第
21
回
銃
剣
道
競
技
の
部

11
日
　
■
第
22
会
中
部
地
区
中
学
校
新
人
戦
柔
道

大
会
15
・
16
日
　
■
県
柔
道
連
盟
主
催
鳥
取
県
高

校
柔
道
新
人
戦
大
会
29
日
　
■
県
高
体
連
主
催
鳥

取
県
高
校
柔
道
新
人
戦
大
会
30
・
31
日

《
市
営
射
撃
場
》
■
倉
吉
市
民
体
育
大
会
第
23
回

ク
レ
ー
射
撃
競
技
の
部
11
日

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》
■
鳥
取
県
10
人
制
ラ
グ
ビ

ー
大
会
中
学
・
高
校
生
の
部
10
日
　
■
全
山
陰
少

年
サ
ッ
カ
ー
中
部
地
区
予
選
大
会
16
・
17
日
　
■

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
県
予
選
大
会
23
日

■
全
山
陰
少
年
サ
ッ
カ
ー
鳥
取
県
大
会
31
日

《
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
》
■
倉
吉
市
民
体
育

大
会
第
１
回
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
競
技
の
部
11
日

《
倉
吉
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
》
■
倉
吉
市
民
体
育
大

会
第
１
回
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
競
技
の
部
11
日

（これは9月
16日現在の
もので、一
部変更にな
る場合があ
ります）

展
覧
会
・
展
示
会

ス
ポ
ー
ツ

倉吉パークスクエア
10月の催物情報

倉吉まちづくり協議会では、豊かな市民文化の振興、生活文化の向上のた
め、市民のみなさんが自発的に実施される舞台芸術鑑賞公演の開催に対して、
資金援助を行い、応援します。
助成があれば計画が実現できる人、どうぞご応募ください。
助成対象：市民が期待するビッグアーティストのコンサートや公演を主催す
る個人や団体（実行委員会含む）ただし、「倉吉まちづくり協議会」会員であ
ること、または入会を条件とする（年会費　個人：1,000円　団体：5,000円）
対象事業の実施期間：平成18年3月31日までに実施されるもの
対象経費：会場費、広報費等
助成額：対象経費の2分の1程度、50万円を限度とする
文化基金への寄付：公演による収益金の50％を、今後の助成制度の基金とす

るため、倉吉まちづくり協議会文化基金への寄付をお願
いする

応募受付期間：10月1日から随時募集・審査（最終締切：平成17年8月31日必着）
◎詳しくはお問い合わせください。要綱、申請書をお送りします。
※応募・問い合わせ先：倉吉まちづくり協議会事務局

（月曜日休館／047-1184／447-1185）

倉吉未来中心 大ホール

ふれあい広場

倉吉交流プラザ
たのしいレクリエーション
2･9･16･23日（毎週土曜日）午後1時～3時
ところ：第1研修室　参加料：無料　
※問い合わせ先：市生涯学習課（月曜日休館/047-1182）
鳥取短期大学公開講座「くらしの中の環境問題」
3日（日）第6回目講座「遺伝子組み換え食品の現状」
10日（日）第7回目講座「私たちのくらしとデザイン」
時間：午後1時30分～3時　ところ：第1研修室　参加料：無料
※問い合わせ先：市生涯学習課（月曜日休館/047-1182）

●折紙教室「ミニバラ」作成　とき：
6日（水）10時～正午　●赤瓦骨董市
とき：9日（土）･10日（日）9時～
17時　ところ：赤瓦フリースペース

※問い合わせ先：赤瓦（023-6666）

10月赤瓦は

楽しいイベントが

いっぱい

第14回河北中学校 定期演奏会
24日（金）午後2時～（午後1時30分 開場） 入場料：無料　
※問い合わせ先：河北中学校 吹奏楽部 宍戸（026-1341）
PREMIUM STAGE in Kurayoshi
30日（土）午後3時30分～午後7時　※正午よりチ
ケットと座席券を交換します。 入場料：1,500円
プレイガイド：倉吉交流プラザ、倉吉未来中心、は
とや楽器、トミヤ楽器店、パープルタウン 他
※問い合わせ先：鳥取オンキョー（株）吉田（028-5631）

毎週日曜日開催「パークスクエア日曜朝市」
3・10・17・24・31日（毎週日曜日）
午前9時～10時30分（31日のみ正午まで）
※問い合わせ先：パークスクエア日曜朝市運営協議会

田代（0090-8710-8322）
毎月最終日曜日開催 フリーマーケット「くらよし大市」
31日（日）午前9時～正午
※問い合わせ先：くらよし大市運営委員会（0070-6341-4598）

倉吉未来中心 小ホール
とっとりパフォーミングアーツ2004 伊藤キム＋輝く未来「Ｆ.Ｔ.」他
16日（土）午後6時30分～（午後6時 開場）
入場料：一般2,000円、大学生1,500円、中・高校生1,000円　
プレイガイド：倉吉交流プラザ、倉吉未来中心、倉吉今井書店 他　
※問い合わせ先：アーツデザイン･とっとり事務局

（00857-21-0544）

鳥取県青少年郷土芸能の祭典2004
～次代の継承！若さがはじける～

と　き：10月10日（日） 12：00～（開場 11：30）
ところ：倉吉未来中心 大ホール
【出演団体】倉吉農業高等学校倉農太鼓部、三朝南さいとりさし少年団、東郷中学校、

国府東小学校、日置小学校わしの子クラブ、おにっこ太鼓、福栄伝統
芸能保存会、日野高等学校郷土芸能部、智頭農林高等学校郷土芸能部

入場料：大人500円　ペア券900円　高校生以下 無料（入場整理券が必要）
＊当日11：00より倉吉未来中心アトリウムにて打吹童子ばやしの演奏あり！

第2回 鳥取県総合芸術文化祭イベントガイド

平成17年度
倉吉まちづくり協議会文化公演支援事業助成

鳥取県出身のアーティストによるコンサート
と　き：10月11日（月・祝） 14：30～（開場 14：00）
ところ：倉吉未来中心 大ホール
【一部】オペラ「ポラーノの広場」ガラコンサート
【二部】音楽物語「兵士の物語」
入場料：一般1,000円　学生500円　ファミリーチケット1,000円
◎（全席自由）当日券は、全て500円増しとなります。
◎当日は、託児無料サービスがあります。
（ご希望の人は 公演1週間前までに下記問い合わせ先までお申し込みください）

※問い合わせ先：鳥取県民文化会館（00857-21-8700）
倉吉未来中心（023-5390）

Information
鳥取県立消費生活センター主催講座にご参加を とき：10月14日（木）午後1時30～3時30分
ところ：倉吉未来中心セミナールーム1 テーマ：暮らしの中の危険と損害保険
講師：（社）日本損害保険協会姉崎義史さん　受講料：無料　定員：50人（定員になり次第締め切り）
※申込・問い合わせ先：鳥取県立消費生活センター（00859－34－2765）




